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□（Ａ・Ｂ）全国平均や県平均と比較して、無解答率が同程度か低くなっており、特にＢ問題

ではほとんどの問題で低くなっています。  
「話すこと・聞くこと」について 

□（Ａ）話の論理的な構成や展開などに注意して聞くことについてはよく定着しています。 

□（Ｂ）質問の意図を捉えたり、必要に応じて質問したりすることについてよく身に付い

ています。 
 
「書くこと」について 

□（Ａ）書いた文章を読み返し、伝えたい内容が十分に表されているかを検討することに

ついてよく定着しています。 

■（Ｂ）目的に応じて文章を読み、内容を整理して書くことについて全国平均とほぼ同程

度ですが、正答率から見ると課題があります。  ＜「課題及び指導改善に向けて２」参照＞ 
 
「読むこと」について  

□（Ｂ）場面の展開や登場人物の描写に注意して読み、内容を理解することや登場人物の

言動の意味などを考え、内容の理解に役立てることは身に付いています。 

■（Ａ）文章の展開に即して情報を整理し、内容を捉えることについて課題があります。 
 
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」について 

□（Ａ）文脈に即して漢字を正しく書くこと・読むことについてはよく定着しています。 

□（Ａ）昨年度、課題があった行書の基礎的な書き方について、向上が見られました。－ 

■（Ａ）目的に応じて文の成分の順序や照応、構成を考えて適切な文を書くことについて

課題があります。               ＜「課題及び指導改善に向けて１」参照＞ 

 

 
１ 調査問題Ａ８  ㈣（目的に応じて文の成分の順序や照応、 

構成を考えて適切な文を書くことができるかをみる問題） 

⑴ 課題が見られた問題について 

「心を打たれる」の意味を問う選択肢は、全国と

同程度の正答率でしたが、「心を打たれた。」を文末

に用いた一文を、主語を明らかにし、「誰（何）」の

「どのようなこと」に「心を打たれた」のかが分か

るように書く問題に課題がありました。条件の一

部である「心を打たれた」の主語を明確にして書け

ずに誤答するということが多く見られました。 

⑵ 指導の改善・充実に向けて 

主語の理解が曖昧であり、主語が書けないと考

えられます。文の中における主語を捉えたり、主語

を明示しながら適切に表現したりする指導が必要

です。 

  文を書くときには、文の成分の順序や主語と述

語の照応などを整え、伝えたいことが相手に伝わ
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るように書くことができているかを吟味するように指導することが大切です。また、

文章の中で省略された主語を検討することや、「書くこと」の学習との関連を図り、

推敲の際の観点の一つとして取り入れることも効果的だと思われます。 
 

２ 調査問題Ｂ１  ㈢（目的に応じて文章を読み、内容を整理して書くことができるかをみる問題） 

⑴ 課題が見られた問題について 

段落Ａと段落Ｂに 

書かれている内容を 

読み取り、文章の中 

心的な部分を整理し 

て二つある理由を合 

わせて記述する必要 

があります。理由が 

二つあることを捉え 

られていなかった 

り、「また」といった 

語句に注目できなか 

ったりしたため、そ 

の一方しか書かれて 

いない生徒が多く見 

られました。設問文 

に「理由を二つ書き 

なさい」という指示 

がないことも、理由 

を一つしか書かなか 

った要因だと思われ 

ます。 

⑵ 指導の改善・充実 

に向けて 

筆者の論の展開を

適切に捉え、根拠や

理由が書かれている

部分を読み取る力を

付けることが必要で

す。そのために、文章

の構成や展開の仕方

について、自分の考

えをまとめたり評価

し合ったりする等の学習を積み重ね、その中で、段落の始めにある指示語や接続詞及

び同じような働きをする語句に着目して読むことが大切になります。また、文章を要

約することや自分の意見を整理してまとめるなど、日頃から短い文章を書く活動を授

業に位置付けていくことも大切です。 

･
･
･

前
略･

･
･

 
 

で
は
、
「
天
地
無
用
」
を
「
上
下
を
気
に
し
な
い
で
よ
い
」
と
い
う
意
味
で
受
け
取
る
人
が
多
い
の
に
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
「
無
用
」
の
意
味
を
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
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む
よ
う
【
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用
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①
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立
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と
。
い
ら
な
い
こ
と
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「
心
配
御
―
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②
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
「
立
入
り
―
」 

「
天
地
―
」
（
上
下
を
逆
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
注
意
書
）
③
用
事
が
無
い
こ
と
。
「
―
の
者
、
入
る
べ
か
ら
ず
」 

 

②
の
例
に
あ
る
よ
う
に
「
天
地
無
用
」
の
「
無
用
」
は
「
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
す
。 

か
つ
て
、
ア
ニ
メ
番
組
『
ド
ラ
え
も
ん
』
の
主
題
歌
の
中
に
「
落
書
き
無
用
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
落
書
き
を
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
う
意
味
で
、
「
天
地
無
用
」
も
同
じ
使
い
方
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
「
無
用
」
の
用
法
は
、
か
つ
て
は
注
意
書
き
な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
「
落
書
き
禁
止
」「
立
入
禁
止
」
な
ど
、

「
禁
止
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
り
、
も
っ
と
丁
寧
に
「･
･
･

し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
、
「･

･
･

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
書
か
れ
た
り
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、「
無
用
」
と
い
う
言
葉
に
「
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
の
使
い
方
が
あ
る
こ
と
自
体
、
わ
か
り
に

く
く
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
「
無
用
」
の
意
味
が
「
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
で
あ
る
と
分
か
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
「
天
地
し
て
は
な
ら
な
い
」
で
は
、
意
味
が
通
じ

ま
せ
ん
。「
天
地
無
用
」
は
、「
天
地
を
逆
に
す
る
こ
と
無
用
」
の
よ
う
に
、
傍
線
部
に
当
た
る
内
容
が
省
略
さ
れ
た
言
い
方
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

字
面
だ
け
を
見
て
も
、
そ
の
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
本
来
の
意
味
で
読
み
取
る
の
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。 

「
落
書
き
」
や
「
立
ち
入
り
」
と
は
違
っ
て
、「
天
地
」
と
い
う
言
葉
自
体
に
は
「
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
逆

に
す
る
」
と
い
う
省
略
部
分
に
気
づ
か
な
け
れ
ば
、「
無
用
」
の
意
味
は
「
役
に
立
た
な
い
こ
と
。
い
ら
な
い
こ
と
」
や
「
用
事
が
無
い
こ
と
」
に
取

ら
れ
か
ね
な
い
の
で
す
。
そ
の
結
果
、「
天
地
は
い
ら
な
い
＝
上
下
は
気
に
し
な
く
て
い
い
」
、「
天
地
に
用
事
は
な
い
＝
天
地
は
関
係
な
い
」
な
ど
と

解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
･
･
･

後
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･

 
 

 

三 

こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
「
天
地
無
用
」
と
い
う
言
葉
を
見
た
と
き
に
誤
っ
た
意
味
で
解
釈
し
て
し
ま
う
人
が
い
る
理
由
を
書
き
な
さ

い
。
な
お
、
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、
二
本
線
で
消
し
た
り
行
間
に
書
き
加
え
た
り
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

段落Ａ 段落Ｂ 


